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お化け煙突の歴史
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―スーパー堤防から望むモニュメント―

◇ 教員の活動報告
◇ 学生なんでも相談窓口
◇ 新任・退任教員の紹介
◇ 大学祭のお知らせ

上野原 今年は
千住も！！大学祭
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　はじめまして、上野原キャンパス大学祭実行委員会 委員長の冨岡祐太郎です。
　今年の科大祭のテーマは、「飛躍」です。テーマを飛躍に決めたのには二つ
の理由があります。一つは、昨年の科大祭が第２０回という記念の年で大いに
盛り上がりました。今年は第２１回になりますが、一つの区切りをつけ、もう
一度「第１回」という気持ちで科大祭を作っていきたいと考えました。二つには、
今年の３月、東北地方を未曾有の大震災が襲いました。「飛躍」というテーマには、
日本が一丸となってこの震災から立ち上がってもらいたいという願いも込められ
ています。
　今年の科大祭は、飛躍というテーマに相応しく、新しい企画が盛り沢山です。
特に注目なのは、新企画のかき氷の早食い大会とカップルコンテストです。また、
学術企画として、本学の先生方による特別支援教育に関するシンポジウムも用
意しています。毎年盛り上がるカマコンテスト、ビンゴ大会などの企画もありま
す。来場した方にはぜひビンゴ大会に参加してい
ただき、豪華賞品を手に入れてもらいたいです。
　是非とも今年の科大祭に足を運んでいただき、
去年よりも飛躍した科大祭を見ていただきたいと
思います。ご来場をお待ちしております。
（大学祭実行委員会　委員長　冨岡祐太郎）

　こんにちは！　千住キャンパスの大学祭実行委員会 委員長 福徳剛己です！
　千住キャンパスができて２年目ですが、今年から千住キャンパスでも大学祭を行う
ことが決まりました！　大学祭の名前は、キャンパスの地名の「千住桜木」の「桜」
と「帝京科学大学」の「科」から桜科祭で「おうかさい」と読みます。開催日は
１０月３０日の１日限りですが、第１回の記念すべき大学祭に是非お越しください！開
催時間などの詳細は本学のホームページをご覧ください。
　第１回の桜科祭のテーマは、「Ｇｏ！！！」です。勢いよくスタートを切りたいというこ
とで「Ｇｏ」。「！」が３つあるのは学生の明るさ・活気・情熱を表しています。また、
底抜けに楽しい・面白い・盛り上がる大学祭を作っていこうという意気込みも「Ｇｏ！！！」
につながっています。
　今年の目玉企画の一つとして「学術企画」というものを用意しています。本学の「い
のちをまなぶキャンパス」というコンセプトのもと、各学科の先生たちが「いのち」
に関わる企画を用意しています。その他、学生企画として女装コンテスト、ベストカッ
プルコンテストを行います。第１回ということで不十分なところがあるかもしれませ
んが、実行委員同士仲がとても良く、愉快なメンバーがお贈りする桜科祭に是非足
を運んでみてください。
　みなさまのご来場を実行委員一同、お待ちしております！
 （第１回桜科祭実行委員会　委員長　福徳剛己）
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千住「桜科祭」

上野原「科大祭」

★

１０/３０（日）の１日限り開催！！

★

１０/８（土）・９（日）開催！！
今年も新しい・楽しいが盛り沢山!!

上野原キャンパス・千住キャンパス
それぞれの大学祭をご紹介します。

【編集後記】
　近年、多くの大学が様々な変革を遂げていますが、変化を求めるあまり、
過去から未来へ続く大学としての使命を失ってはなりません。高度な専門
的知識と技術を身につけた、社会に貢献できる人材の育成は、大学に課
せられた継続すべき重要な使命です。その使命を果たす現在の本学の特

徴のひとつに、学生が自ら課外活動や地域連携活動に参加することにより、
実践的知識を育む姿勢があります。本号でも、学生たちがさまざまな活動
に生き生きと取り組むようすを紹介しています。筆者は学生時代に課外活
動に取り組んだことはありませんが、課外活動での経験は学生たちの将来
におおいに役立つものと思います。 （ニューズレター部会　渡邉 浩一郎）
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堤防も整備され景観は最高。
　隅田川の堤防部分も長い工事期間を終え遊

歩道としてリニューアルされました。千住キャン

パスの中庭から続くこの遊歩道は、自然災害発

生時には水害から街を守るスーパー堤防として

の役割を担っています。

　近い将来、都会の喧噪を遠くに眺めながら、

ゆったりとした下町の風景とともに通学できる

ようになるでしょう。

　来年5月下旬に開業が発表された東京スカ

イツリーも、隅田川の向こうに望める絶好のロ

ケーション。千住キャンパス本館のエントランス

と合わせて広く自慢できる、本学の新たな『名

所』の完成です。

　授業に通う学生たちと、周辺住民の皆さんの

憩いの場所に、また卒業生の皆さんの思い出

の場所として、千住キャンパスは街の歴史とと

もに歩んでいきます。

千住の地の歴史を垣間見る。
　大正15年1月から昭和38年3月までの間、

千住キャンパスが建設される40数年前のこの地

には、かつて国民生活を支えていたエネルギーを

作る『千住火力発電所』がありました。

　千住火力発電所は高度成長を支え、大勢の労

働者で街も発展したそうです。そして発電所の老

朽化と代替エネルギーの進化により使命を終えた

後は、足立区立元宿小学校にその地を譲りまし

た。シンボルであったお化け煙突も解体されまし

たが、一部は校庭の滑り台として姿を変え、歴史を

物語ってきました。

　小学校が廃校となったあと、本学の千住キャン

パスが竣工。小学校解体時に残った巨大煙突製の

滑り台を別の形で残すため、『お化け煙突モニュメ

ント』として再生されたのです。

　発電所の写真やプレートを飾り、4本あったと

いう巨大煙突をミニチュアで再現したことで、

当時の様子が偲ばれます。

　今後は、本学と千住の発展を見守るランドマー

クとして、長く愛され続けてほしいと思います。

　火力発電所にあった煙突は、かつて『お化け煙突』と呼ばれてい

ました。その煙突は実際には4本ありましたが、時には３本、

２本、１本に見えました。これは、４本の煙突が薄い菱形に配置され

ていたため、見る角度によって煙突の本数が変わったのです。

　これが名前の由来になりました。

　現在では勉学の合間のひとときを、ゆっくりとリラックスさせてく

れる場所となっています。火力発電所の煙突からその歴史を伝え

る、千住キャンパスの新しいランドマークです。

（右）煙突がどのような歴史をたどって
きたのかを紹介するプレートも設置。
地域散策の興味をそそります。

（下）千住キャンパス本館全景とスーパー堤防。

（上）遊歩道はカラフルに整備され、鮮やかな
芝生の斜面とともに、自然災害からも街を
しっかり守る堤防となってくれます。

（中上）千住キャンパスになる前は小学校で
した。その記念碑も隣に並んでいます。
（中下）無数に打たれたリベットが、80年間
もの過去の先端技術を物語ってくれます。

巻頭レポート
千住キャンパス

SPECIAL
REPORT
SENJU CAMPUS

お化け煙突の歴史
―スーパー堤防から望むモニュメント―

千住キャンパスがある場所には以前、
千住火力発電所という国民の生活を支えた施設があったのです。

その名残の一部がモニュメントとして再生されました。

新名所!

新しいランドマーク お化け煙突モニュメント  ～名前の由来～
（下）当時の煙突写真。

縮尺20分の１のモデルで煙突の見え方を体験してください。
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馬術部は、上野原市西原地区にあるヒロ牧場を拠点に活動しています。
オーナーのヒロさんの指導のもと、馬の基本的な扱い方をはじめ調馬索
のとりかたや騎乗についての技術を学んでいます。部員の半数以上が未
経験者ですが、始めてからわずか数か月で乗りこなせるくらい上達してい
ます。普段の活動内容は、飼い付け ( 餌やり )・手入れ・騎乗・馬房掃除
などが中心ですが、夏には草刈りや畑仕事、冬には雪かきなどもしています。
また、年に 3 ～ 4 回行われている牧場主催の競技会に参加し、会員の方
と一緒に日ごろの活動の成果を発揮します。競技会では、決められたコー
スの横木をまたいだり、障害を飛び越したりします。
地域貢献活動では、動物介在教育研究会と合同で地元の小学校でのふれ
あい活動を行っています。具体的な内容としては、小学校 1・2 年生を対
象に引き馬を行っています。その他に西原地区の伝統行事であるふるさと
まつりへの出店、藤尾地区の伝統舞踊である獅子舞への参加を中心に、地
域の方々と積極的に交流をしています。
牧場での活動を通じて、ここでしか体験できない多くのことを学んでい

ます。 （アニマルサイエンス学科　鈴木 真理）

馬術部
（顧問：花園 誠）

上野原キャンパス

上野原キャンパス

千住キャンパス

千住キャンパス

こんにちは、私たちイヌノメ報道研究会は“学内の事をもっと知ってもら
いたい”“情報発信の場になりたい”という想いから昨年度設立されたサー
クルです。主な活動内容は、学内新聞の発行、新入生向けのサークル説明
会などのイベント計画や、司会進行、そしてイベントの撮影などです。昨年
は足立区の方から、「大学周辺にある商店街を巡る街歩きに参加してみま
せんか」というお誘いを受け、学生にとって利用しやすい商店街とはどうい
うものか、などの意見交換の場を設けることができました。
このサークル活動を通して、文章や写真だけで分かりやすく内容を伝え
る事や、イベントの計画、たくさんの人の前で話す事の難しさを学びました。
そして、学内新聞を熱心に読んでいる人を
見かけた時や、イベントが無事に終わった時
には、何ものにも変えがたい達成感やうれし
さを感じます。これからも、さまざまな活動
を通して、たくさんの人に学内の事を知って
もらう活動に励んでいきたいと思っていま
す。
 （アニマルサイエンス学科　上村 彩）

イヌノメ報道研究会
（顧問：藤永 徹）

昨年11月に発足し、現在18名で活動しています。ボランティアの
内容・対象等の制限はせず、さまざまなことに挑戦し、経験することを目的と
しています。活動自体は任意参加で、事前にメーリングリスト等で出欠の確認
や活動の内容・日時・場所等の詳細を連絡するというシステムをとっていま
す。また、月に最低1回、昼休みを利用してミーティングを行っています。こち
らは原則全員参加です。
ボランティア活動の現状は、まだまだ機会に恵まれず、月2回程度にとど

まっていますが、学内で東日本大震災募金活動を行ったり、千住の景観美化活
動に参加したり、子ども向けの工作教室に指導員として参加したりと、学内外
を問わず幅広く活動しています。地域の方との交流も深まり、「ありがとう」の
言葉をかけていただく機会も増えました。これからは月4～6回活動していけ
るよう頑張ります。そしていろいろな活動をして、さまざまな人と交流してい
けたら…と思っています。これからも立派なボランティア活動団体となれるよ
うやっていきたいです!! （児童教育学科　松本 頌子）

ボランティアサークル
（顧問：小池 和男）

私たちはバスケットボールサークルFEETSです。協力的で個性豊かな
１４０人が在籍している大型サークルで、週２回活動しています。「楽しむサー
クル」をモットーにバスケットボールを通して、人との繋がりの大切さ、自分自
身の在り方について学んでいくことを目的としています。毎月さまざまなイベ
ントがあり、その中でも「FEETS大会」という、参加者でチームを作って優勝
を目指す試合は一番の盛り上がりを見せ、みんな心からバスケットボールを楽
しんでいるのがわかります。また東日本大震災復興に向けて、何か私たちにで
きることはないかと考え、支援金の募金活動を4月から開始しました。これは、
いろいろな地域からたくさんの人が集まってくる大学だからこそ出来る活動
です。具体的には学生一人一人のネットワークを最大限に活かすことで支援
金の募金活動を広げていこうというものです。学生にしかできない、学生なら
ではの活動にしたいという想いがきっかけで始め、今では学内だけでなく上野
原市のさまざまな企業やお店の中に募金箱を設置させていただいています。
これも地域との連携の素晴らしさ、繋がることの大切さを確認できる機会で
あると考えています。一人から二人へ、二人から四人へ順次ネットワークを広
げていき最終的には日本を繋げる可能性もあると感じています。現在も活動
途中であり、これからも被災地の方々や復興に向けて微力ではありますが応
援させていただき、支え合っていきたいと考えています。

（生命科学科　白濱 大援）

フィー ツ

FEETS
（顧問：小島 尚） 

学生のサークル活動と
地域の交流レポート
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集 2第　弾

本学には現在、90を超える課外活
動団体があり、それぞれが目標を持
ち、地域や学外との連携を図りな
がら独自の活動を展開しています。
今回は、その第２弾となります。

地元の小学校でのふれあい活動を行っています。

学生と商店街の方 と々のよい意見交換の
場を設けさせていただきました。

「FEETS大会」という、参加者でチームを作って
優勝を目指す試合は年内一番の盛り上がりです。

学内で募金活動を行っています。

子ども向けの
工作教室に指導員として参加しています。

新入生向けのサークル説明会
の司会進行を行っています。

地域情報誌にも協力しています。

部員の半数以上が未経験者ですが、数か月
で乗りこなせるくらい上達しています。
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こんにちは、森のココペリです !!　私たちは、上野原キャンパスから車で40分ぐらい
の所にある西原という山間地域で、畑をお借りして、自分たちで土作りから種まき、収穫
までやる畑活動。 炭焼きや干し柿作り、味噌作りなど、昔ながらの生活を地元の方に教
えていただきながら一緒に作り上げる、里山体験。 盆踊りやどんと焼き、※門男といった
伝統行事に参加させていただくことでの、地域交流。 それらの活動を通じて学んだ事を、
外部の人へと伝える 『人と人』 『人と自然』 をつなぐ、架け橋になる活動をしています。
西原はとても素敵な所で、きれいな自然と優しい人々にかこまれています。私たちはそこ

でこれらの活動を通じて昔ながらの自然と共生した生活の仕方を学んだり、おじいさんおば
あさんとお話しして、郷土料理から戦時中の話まで、幅広くたくさんの事を教えていただい
たりしています。また、現在は行われていない文化としてあったお茶作りなどを、地元の方た
ちと一緒になって復活させたりするなど、その伝承を行おうという活動もしています。
あるべき自然。 自然がなくなったら、動物はもちろん、人だって生きてはいけない。 

昔の日本。 田舎、里山の暮らし。 もしかしたら、今よりもっと『共に生きて』いたのでは
…、　空も山も川も森もずっとそばにあってほしい。そんな思いをもって、私たちは
活動しています。　　　　　　　　　　　　　　  　　（自然環境学科　神庭 友人）

※門男（かどおとこ）とは、毎年1月のどんと焼きに合わせて行われている伝統行事で、丸太の皮
を削って男女それぞれの顔を描き、玄関に飾り五穀豊穣と家内安全を願うものです。

森のココペリ
（顧問：花園 誠）

私たち動物園研究部は、上野動物園での飼育実習とイベントの運営、多摩動物
公園での教育普及活動を行っています。
上野動物園では、西園にある両生爬虫類館（ビバリウム）内で飼育実習と「ふれ
あいコーナー」というイベントの準備・運営をしています。飼育実習では、学生が担
当の飼育員さんについて、ワニやカメといった両生類・爬虫類の展示場の清掃や
給餌をします。「ふれあいコーナー」は、両生爬虫類館で飼育されているヘビやト
カゲと直接触れ合えるイベントで、毎週日曜日に行われています。ここでは開催場
所の設置や列の整理、呼び込み、動物の解説といった役割をします。
多摩動物公園では、昆虫園本館で教育普及活動を中心に実習をしています。

「おえかきっず！」と「たま☆スター」という動物園研究部が企画・実行しているイベ
ントがあります。「おえかきっず！」では、子ども達に動物の絵を書いてもらい、動物
のことをより知ってもらうことを目的としています。「たま☆スター」は、多摩動物
公園にいる日本の動物を対象としたクイズラリーです。イベントの前には打ち合
わせや対象動物の勉強、ポスター作りなどをしています。
私たちが上野動物園や多摩動物公園での活動の際にうれしいと感じたことは、

たくさんのお客さんが温かいお声を掛けてくれたことです。
いつもたくさんの方が「がんばってね」と応援してくれました。中でも印象に残っ

ているのは、帝京科学大学のアニマルサイエンス学科に入学したいという中学生
くらいの女の子の話です。私たちの活動に興味を持っていて、憧れだと言ってくれ
たことがうれしかったです。 （アニマルサイエンス学科　市川 彩子）

動物園研究部
（顧問：石田 

おさむ
）

環境教育研究部「風の子フ～スケ」は今年で設立 7年目を迎える団体です。
『自然を守るためにはどうすればいいんだろう…』
そんな問いに私たちは１つの答えを出しました。
『みんなに自然を好きになってもらえばいい！』
好きなものを守りたいと思うのは自然なことです。風の子フ～スケは自然を好き

になってもらえるよう、野外での自然体験や室内での展示を中心に活動しています。
普段は上野原市内の小学校を中心に活動しています。中でも上野原小学校の

１年生には春の裏山探検、展示、秋の裏山探検、クラフト教室と、年間を通して
活動を行っています。子ども達の反応はさまざまです。虫が苦手な子が虫を触れ
るようになった、虫を好きになった、という場面がよく見られます。
昨年度から、足立区の小学生が上野原に来る遠足にも参加しています。普段、

自然に触れる機会の少ない足立区の子ども達は、毎回、上野原の子ども達とは違っ
た様子が見られます。上野原の魅力が伝わったようで、「また来たい」「ずっとここ
にいたい」「田舎っていいなぁ」などの感想を聞くことができました。
また、甲府市にある山梨県立科学館で毎年開催される『青少年のための科学の

祭典』にも参加しています。小学生だけでなく、小さな子ども、中学生、親子、
お年寄りの方など、幅広い年齢層を対象とした展示を行います。中には上野原市
から来てくださる方もおり、他の活動でお会いした方もおられ驚きました。これま
で続けてきた活動を大切にしながら新しい活動の場をさらに広げ、１人でも多くの
人に自然の魅力を伝えられるよう、これからも活動を続けていきたいと思います。

（アニマルサイエンス学科　阿部 志保）

風の子フ～スケ
（顧問：小林 毅）

私は魚の生態や形態についてとても興味があり、水族館でボランティア活
動をしています。また、研究室では投薬や飼育条件の変化によるニシキゴイ
の生殖腺の変化について研究し、生物の性について学んでいます。私は
2011年2月に、3泊4日で沖縄の琉球大学熱帯生物圏研究センター瀬底研
究施設へ同行させていただき、同センター共同利用研究会と美ら海水族館
のバックヤード見学に参加しました。研究会では主に動物の性決定機構が
テーマとなっており、それぞれの先生方が行っている研究についての成果が
発表されました。普段私たちの研究室ではニシキゴイを使った性の研究を
行っていますが、ニシキゴイとは別の魚類、両生類、哺乳類などを用いた研究
発表もありました。それぞれの生物たちの性についての研究結果には、私た
ちが扱うニシキゴイとの類似点もあれば相違点もあり、この研究会に参加し
たことにより新たに知識を得ることができ、さらに自分の中にまだ足りなかっ
たものを見つけることもできました。美ら海水族館でのバックヤード見学で
はジンベエザメが泳ぐ巨大水槽の構造や深海の環境を作り出すため圧力を
生む巨大な装置など、他の水族館では見ることができないものを実際に自分
の目で見て、とても貴重な体験ができました。
 （生命科学科生命コース〈平井研究室〉　4年　田中 駿也）

沖縄体験記沖縄体験記

上野原キャンパス 千住キャンパス

上野原キャンパス

足立区の子ども達を対象に
自然体験活動を実施しました。

毎回、上野原の子ども達とは
違った様子が見られます。

↓平井先生の発表の様子です。

↓ジンベエザメが泳ぐ
　大水槽のバックヤード風景です。

ジンベエザメが泳ぐ大水槽を
表から見学しました。

自分たちで土作りから種まき、
収穫までやる畑活動もしています。

両生爬虫類館の飼育員さんについて、
展示場の清掃や給餌を行っています。

企画・実行をしている「おえかきっず！」
「たま☆スター」というイベントを行っています。

昔ながらの自然と共生した生活の仕方など、
幅広くたくさんの事を教えていただいています。
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好きなものを守りたいと思うのは自然なことです。風の子フ～スケは自然を好き

になってもらえるよう、野外での自然体験や室内での展示を中心に活動しています。
普段は上野原市内の小学校を中心に活動しています。中でも上野原小学校の

１年生には春の裏山探検、展示、秋の裏山探検、クラフト教室と、年間を通して
活動を行っています。子ども達の反応はさまざまです。虫が苦手な子が虫を触れ
るようになった、虫を好きになった、という場面がよく見られます。
昨年度から、足立区の小学生が上野原に来る遠足にも参加しています。普段、

自然に触れる機会の少ない足立区の子ども達は、毎回、上野原の子ども達とは違っ
た様子が見られます。上野原の魅力が伝わったようで、「また来たい」「ずっとここ
にいたい」「田舎っていいなぁ」などの感想を聞くことができました。
また、甲府市にある山梨県立科学館で毎年開催される『青少年のための科学の

祭典』にも参加しています。小学生だけでなく、小さな子ども、中学生、親子、
お年寄りの方など、幅広い年齢層を対象とした展示を行います。中には上野原市
から来てくださる方もおり、他の活動でお会いした方もおられ驚きました。これま
で続けてきた活動を大切にしながら新しい活動の場をさらに広げ、１人でも多くの
人に自然の魅力を伝えられるよう、これからも活動を続けていきたいと思います。

（アニマルサイエンス学科　阿部 志保）

風の子フ～スケ
（顧問：小林 毅）

私は魚の生態や形態についてとても興味があり、水族館でボランティア活
動をしています。また、研究室では投薬や飼育条件の変化によるニシキゴイ
の生殖腺の変化について研究し、生物の性について学んでいます。私は
2011年2月に、3泊4日で沖縄の琉球大学熱帯生物圏研究センター瀬底研
究施設へ同行させていただき、同センター共同利用研究会と美ら海水族館
のバックヤード見学に参加しました。研究会では主に動物の性決定機構が
テーマとなっており、それぞれの先生方が行っている研究についての成果が
発表されました。普段私たちの研究室ではニシキゴイを使った性の研究を
行っていますが、ニシキゴイとは別の魚類、両生類、哺乳類などを用いた研究
発表もありました。それぞれの生物たちの性についての研究結果には、私た
ちが扱うニシキゴイとの類似点もあれば相違点もあり、この研究会に参加し
たことにより新たに知識を得ることができ、さらに自分の中にまだ足りなかっ
たものを見つけることもできました。美ら海水族館でのバックヤード見学で
はジンベエザメが泳ぐ巨大水槽の構造や深海の環境を作り出すため圧力を
生む巨大な装置など、他の水族館では見ることができないものを実際に自分
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 （生命科学科生命コース〈平井研究室〉　4年　田中 駿也）

沖縄体験記沖縄体験記

上野原キャンパス 千住キャンパス

上野原キャンパス

足立区の子ども達を対象に
自然体験活動を実施しました。

毎回、上野原の子ども達とは
違った様子が見られます。

↓平井先生の発表の様子です。

↓ジンベエザメが泳ぐ
　大水槽のバックヤード風景です。

ジンベエザメが泳ぐ大水槽を
表から見学しました。

自分たちで土作りから種まき、
収穫までやる畑活動もしています。

両生爬虫類館の飼育員さんについて、
展示場の清掃や給餌を行っています。

企画・実行をしている「おえかきっず！」
「たま☆スター」というイベントを行っています。

昔ながらの自然と共生した生活の仕方など、
幅広くたくさんの事を教えていただいています。
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教員の活動報告

山梨市キャンパス、柔道整復学科では、本年5月7日、
1１日、12日の3日間、山梨県高等学校総合体育大会
『陸上競技の部』において救護活動を行いました。
3日間という長期間、また、悪天候のなか選手は極度の緊

張感や疲労と戦いながらレースに立ち向かっていました。　
その選手の力を120％最大限にサポートするのが、今回の
われわれ柔道整復学科の目的でした。 
負傷者が出てほしくないのが救護班の願いですが、現場

は負傷者が続出！！　そこは、外傷の治療を得意とするプロ
集団、負傷者たちに次々と処置を施し、スタート地点に向か
わせることができました。
スポーツ現場における柔
道整復師本来の姿を知っ
てもらい、高校生の役に
立った３日間でありまし
た。今後も継続して活動
を行います。

医療科学部

柔道整復学科 学科長・教授　小野澤 昭雄

山梨県高校総体における
広報及び救護活動

あそびを通して
発達障がいの子どもの発達を促す

医療科学部 作業療法学科

教授　石井 孝弘

生き物の性の不思議

生命環境学部 生命科学科

准教授　　平井 俊朗

4年生になったこど
も学科の１期生たち
は、数人ずつ研究室に
配属され、各自のテー
マに沿った研究を進め
ています。８月には、学
科内での卒業研究の中
間発表が無事終わり、
いよいよ秋からは研究も佳境に入ります。
そして、後期からは、新たに３年生たちが研究室に配属

されます。すべての実習を３年前期で終え、「これでやっ
と、自分のやりたいことに専念できる」と、大学生活の後半
のスタートに、胸をふくらます学生の声を先日耳にしまし
た。さて、わが研究室には、どのような関心事を抱いた学
生が加わるのか、４年生の学生ともども楽しみにしていま
す。
子育てが順調にいっているかどうかは、それを通じて、親

自身がどれだけ育っているかを見ればわかります。同じこ
とを教育に当てはめると、学生とともに教師自身がどれだ
け成長できるかが、ひとつの目安になりそうです。ただし、
学生の伸び代の方がはるかに広いかもしれないのですが。

研究室の学生とともに

こども学部 こども学科

准教授　羽田 行男

私の教育
～つかずはなれずそして自主性へ～

医療科学部 理学療法学科

講師　奥 壽郎

「小児肥満」の
研究から感じること

総合教育センター

助教　川田 裕樹

学生が、理学療法士として社会にデビューするのは並大
抵のことではありません。入学→医療系専門知識取得→
理学療法専門知識取得→臨床現場での実習→卒業、そし
て国家試験に臨みます。私は実技系の講義を担当するこ
とが多く、最低限の知識、技術を身につけさせなければな
りません。決められた時限数では足りないのは明白です。
しかし、学生はある時点から、自主性をもち自分達でグ
ループ学習で教員を利用しながら進めていきます。いかに
実技の講義で学生を活性化させるかがポイントになりま
す。「教科書にはない臨床現場でのイベントを語る」「学生
同士の練習時には必ず全員を観察する」「学生との有意義
なディスカッションは全員で共有する」、そして「時には“笑
い”で場を作る」、これを「つかずはなれず」で講義に取り
入れます。しかし、まだまだ創意工夫が必要です。

植物ときのこの共生

生命環境学部 自然環境学科

教授　岩瀬 剛二

現在、私は小児肥満の進展予防のための通信プログラム
を行い、その効果を検証しています。子どもの場合、過度の
食事制限は成長を妨げてしまう恐れがあるので、プログラム
では間食や夜食などは控えながらも3食きちんと食べ、で
きるだけ運動によってエネルギーをたくさん消費するよう
指導しています。また、子どもの生活習慣は親の影響を大き
く受けるので、家族ぐるみでプログラムに取り組むよう促し
ています。
この研究を通して感じることは、結局は「適度な運動」「栄
養バランスの良い食事」「早寝早起き」といった健康にとっ
て『当たり前』のことを毎日続けることが大事なのだという
ことです。ですが、これがすごく難しいのです。肥満の子ども
に限らず、この先大学
を卒業して親になって
いくであろう本学の学
生にも、自分の食習慣、
運動習慣について振り
返らせることができる
よう、教育活動にも取り
組んでいきたいと思い
ます。

私たちは、生後少しずつ「共通の身体の動き」を身につけ
ていきます。それは、その社会（文化）に形成されるもの、
強い愛着の関係にある相手によって形成されるものがあり
ます。多くの人たちは、人々と一緒に過ごすことを通じ、意
識することなくいつの間にかこういった動作の様式を獲得
していきます。この共通の動きを持つことによって、私たち
はお互いを理解し合ったり共感することができます。
他方、障害によってそのような動作の獲得が難しい子ど

もたちがいます。この
子どもたちに、強い関
心を持ち意欲的に取り
組むことができる「馬
をパートナーとした活
動」を通じ、質の高い学
習機会を提供していく
研究と教育に取り組ん
でいます。

私の研究テーマを一言でいうと、植物と菌類（きのこ）の
共生「菌根共生」の実態の解明です。菌根とは植物の根に菌
類が共生してできる特有の構造で、ほとんどすべての陸上
植物の種に見られます。この菌根共生の実態を解明するこ
とで３つの方向性の研究を進めています。
１）ギンリョウソウなどの無葉緑植物やラン等の森林の林
床に生育する希少植物の保全や増殖に関する技術の
開発。

２）乾燥地や塩害地等のス
トレス環境に耐えるような
菌根菌を探索し、植林等
の生態系保全への貢献。

３）マツタケなどの、高価
な菌根性食用きのこの
人工栽培技術の開発。

研究のモットーは楽しく面
白くです。

「動作の様式化」ということ

生命環境学部 アニマルサイエンス学科

教授　滝坂 信一

自然の中で動物とともに過せることを願いつつ、本年４月に
上野原キャンパスに着任しました。私の専門は発達障がいに
対する作業療法です。主に玩具や遊びの治療的な意味合いを
分析し、発達障がいの問題に対してかかわることで治療効果
を得ようとするものです。
中でも自然と動物と関わることが子どもたちの発達を促す

という視点から、乗馬活動を作業療法の一環として取り入れて
います。日本ではまだまだの分野ですが、アメリカなどでは乗
馬療法専門の施設があります。発達障がいを医学的な視点か
ら分析し、乗馬活動で得ることのできる種々な感覚刺激、例え
ば馬に乗ると前後左右さらには回旋などの空間での動きを感
じ取ることができます。触れてみると温かく心地よいものです。

これらの刺激を治療に用い
ることで、日常的な問題の解決
をはかります。このとき子ども
たちは笑顔で答えてくれます。
この笑顔こそが私の「頑張ろ
う！」の原動力になっています。
実体験の伴う授業の展開を目
指して学生たちと楽しく学んで
いこうと思っています。

われわれ生き物の多くは有性生殖によって子孫を残しま
す。有性生殖によって父親（精子）と母親（卵子）の遺伝子を混
ぜ合わせることで、子孫には多様性が生まれ、これが生き物
の進化の基となってきました。私の研究室では生き物が子孫
を残すためにどのようなやり方を取っているかについて様々
な角度から研究を進めています。特に脊椎動物の中で最も種
類が多く、生殖についても様々な進化を遂げている魚類を中
心に研究を行っています。彼らの中には「ファインディングニ
モ」で一躍有名になったクマノミのように、一生のうちに性別
が変わるもの、アンコウのようにオスがメスの体の一部に

なってしまうものなど、多種
多様な方法を編み出してお
り、その巧みさには驚かされ
るばかりです。このような生
き物の巧みな性について体
感してみたい皆さんをお待
ちしています。  

かいせん

「ぼくたちは仲間だ。」オオウメガサソウを手に持つ筆者。

決勝レースに備えての指導及び、
テーピング施行。選手は、大会レコー
ドを叩き出し、優勝しました。

テンプルグランディン氏と筆者。
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かいせん

「ぼくたちは仲間だ。」オオウメガサソウを手に持つ筆者。

決勝レースに備えての指導及び、
テーピング施行。選手は、大会レコー
ドを叩き出し、優勝しました。

テンプルグランディン氏と筆者。
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みなさんの就職活動を支援していきます
本学には、学生生活支援を目的とした７つの学生相談

窓口（総称「学生なんでも相談窓口」）があります。

下図が、7つの相談窓口の全体を表したマップです。在学

生たちはこのマップを参考にしながら自分の悩みや相談内

容に合った相談窓口を尋ね、各窓口の教職員からアドバイ

スを受けています。いずれの相談窓口も学生一人ひとりの

相談に対して「マンツーマン」で応対します。学生一人ひとり

の「どうしよう困ったなぁ」「だれに相談すればいいのかなぁ」

といった悩みにも親身になって応対する「学生なんでも相

談窓口」は、窓口を利用する在学生たちからの満足度も信

頼度も高いものとなっています。

もし在学生の方で、悩みや相談をだれかに聞いてもら

いたいのに、まだ「学生なんでも相談窓口」を利用してい

ないのでしたら、気軽にこれらのうちのどこかの相談窓口

をたずねてみてください。「学生なんでも相談窓口」が入

学時から卒業まで、悩みを抱える学生一人ひとりの実りあ

るキャンパスライフを手厚くサポートします！！

（総合教育センター　助教　榊原 健太郎）

学生なんでも相談窓口
～学生一人ひとりの悩みや相談事を手厚くサポート！！～

機会や自己研鑽・自己理解への支援も積極的に行って

います。また、職業選択や就職活動全般に関する

質問・相談にも応じています。どうか、お気軽に

キャリア支援センターにお立ち寄りくださり、ご活用く

ださい。みなさんの就職活動を支援していきます。

　平成 23 年 4 月より、千住キャ

ンパスと上野原キャンパスの就職

事務室を「キャリア支援センター」

に名称変更しました。スタッフ

一同一層張り切っています。合同企業説明会へのバス

ツアーや「TEIKA 就職塾」など企業担当者と接する

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 　

平成24年 4 月 開設　医療科学部 看護学科　
【キャンパス】千住キャンパス (東京都足立区千住桜木 )

【入学定員】80 名

【お問合せ先】帝京科学大学 広報室

　　　　　　入試専用ダイヤル　0120-248-089

【特　徴】

　総合大学で学ぶメリットを活かし、科学的思考に基づ

いた看護を臨床・地域社会に還元できるようになる

看護専門職業人を育成することを目指します。

新 任 教 員 の 紹 介

退 任 教 員

山梨市キャンパス

H23.4.1 着任

H23.3.31 退任

上野原キャンパス

岩瀬　剛二
自然環境学科／教授

和田　 龍一
自然環境学科／講師

滝坂　信一
アニマルサイエンス学科／教授

石井　孝弘
作業療法学科／教授

安藤　博文
柔道整復学科／教授

小島　尚
柔道整復学科／教授

乙部　はるひ
こども学科／講師

〔こども学部〕

跡見　 友章
理学療法学科／助教

〔医療科学部〕

〔生命環境学部〕

井上　聡
柔道整復学科／准教授

〔医療科学部〕

〔医療科学部〕〔生命環境学部〕

桑原　尚夫
生命科学科／教授

林　剛
自然環境学科／教授

浅賀　喜与志
自然環境学科／教授

〔生命環境学部〕

内藤　順平
アニマルサイエンス学科／教授

高橋　英司
アニマルサイエンス学科／特任教授

峯崎　友香里
アニマルサイエンス学科／助教

〔医療科学部〕

木暮　嘉明
理学療法学科／教授

吉澤　光一
理学療法学科／講師

谷戸　文廣
柔道整復学科／教授

安川　五生
柔道整復学科／講師

田中　三久
柔道整復学科／講師

〔こども学部〕

浅倉　恵子
こども学科／教授

桑原　尚夫
生命科学科／特任教授

〔生命環境学部〕

近藤　保彦
アニマルサイエンス学科／准教授

〔医療科学部〕

芹田　透
東京理学療法学科／講師

〔医療科学部〕

有賀　雅史
東京柔道整復学科／教授

大石　徹
東京柔道整復学科／講師

成田　英記
東京柔道整復学科／特任助手

高橋　景子
看護学科設置準備室／教授

定村　美紀子
看護学科設置準備室／講師

吉田　千鶴
看護学科設置準備室／助教

木場　有紀
児童教育学科／講師

〔こども学部〕

泉　キヨ子
看護学科設置準備室／教授

千住キャンパス

 

【相談窓口の全体図】

教務窓口 
 場所：各キャンパス

教務窓口
相談時間：9:00-17:00
相談予約方法：予約不要

直接各窓口へ

 キャリア支援
センター 

 
場所：各キャンパス
キャリア支援センター

相談時間：HPに掲載
相談予約方法：予約不要

直接各窓口へ

 総合教育センター
なんでも相談制度 

場所：各キャンパス総合教育センター等
相談時間：総合教育センター所属各教員の

オフィスアワー等
相談予約方法：各教員にメールで予約

助言教員制度
 

場所：各教員研究室等
相談時間：担当助言教員のオフィスアワー等
相談予約方法：助言教員にメールなどで予約

保健室 
 

 
 

場所：各キャンパス保健室
相談時間：HPに掲載
相談予約方法：予約不要

直接各保健室へ

ハラスメント相談
場所・相談予約方法：

各キャンパス
ハラスメント相談員まで

相談時間：随時

学生相談室
場所：各キャンパス学生相談室
相談時間：HPに掲載
相談予約方法：
カウンセラーまたはカウンセラー不在の場合には
各キャンパス保健室にて予約
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いのちを学ぶキャンパスには、
学生生活を支援する７つの相談窓口があります！

❶ ❷

❸

❹

❺

❻

❼

❶ 助言教員制度 … 学科専門科目・進路など
❷ 総合教育センターなんでも相談制度
  … 共通科目・教職等資格関連科目など
❸ 教務窓口 … 履修科目の登録の仕方・奨学金など

❹ 学生相談室 … こころの相談・カウンセリングなど
❺ 保健室 … 健康・体調など
❻ キャリア支援センター …キャリア形成・就職活動など
❼ ハラスメント相談 … 各種ハラスメントなど
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◇ 大学祭のお知らせ

上野原 今年は
千住も！！大学祭
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　はじめまして、上野原キャンパス大学祭実行委員会 委員長の冨岡祐太郎です。
　今年の科大祭のテーマは、「飛躍」です。テーマを飛躍に決めたのには二つ
の理由があります。一つは、昨年の科大祭が第２０回という記念の年で大いに
盛り上がりました。今年は第２１回になりますが、一つの区切りをつけ、もう
一度「第１回」という気持ちで科大祭を作っていきたいと考えました。二つには、
今年の３月、東北地方を未曾有の大震災が襲いました。「飛躍」というテーマには、
日本が一丸となってこの震災から立ち上がってもらいたいという願いも込められ
ています。
　今年の科大祭は、飛躍というテーマに相応しく、新しい企画が盛り沢山です。
特に注目なのは、新企画のかき氷の早食い大会とカップルコンテストです。また、
学術企画として、本学の先生方による特別支援教育に関するシンポジウムも用
意しています。毎年盛り上がるカマコンテスト、ビンゴ大会などの企画もありま
す。来場した方にはぜひビンゴ大会に参加してい
ただき、豪華賞品を手に入れてもらいたいです。
　是非とも今年の科大祭に足を運んでいただき、
去年よりも飛躍した科大祭を見ていただきたいと
思います。ご来場をお待ちしております。
（大学祭実行委員会　委員長　冨岡祐太郎）

　こんにちは！　千住キャンパスの大学祭実行委員会 委員長 福徳剛己です！
　千住キャンパスができて２年目ですが、今年から千住キャンパスでも大学祭を行う
ことが決まりました！　大学祭の名前は、キャンパスの地名の「千住桜木」の「桜」
と「帝京科学大学」の「科」から桜科祭で「おうかさい」と読みます。開催日は
１０月３０日の１日限りですが、第１回の記念すべき大学祭に是非お越しください！開
催時間などの詳細は本学のホームページをご覧ください。
　第１回の桜科祭のテーマは、「Ｇｏ！！！」です。勢いよくスタートを切りたいというこ
とで「Ｇｏ」。「！」が３つあるのは学生の明るさ・活気・情熱を表しています。また、
底抜けに楽しい・面白い・盛り上がる大学祭を作っていこうという意気込みも「Ｇｏ！！！」
につながっています。
　今年の目玉企画の一つとして「学術企画」というものを用意しています。本学の「い
のちをまなぶキャンパス」というコンセプトのもと、各学科の先生たちが「いのち」
に関わる企画を用意しています。その他、学生企画として女装コンテスト、ベストカッ
プルコンテストを行います。第１回ということで不十分なところがあるかもしれませ
んが、実行委員同士仲がとても良く、愉快なメンバーがお贈りする桜科祭に是非足
を運んでみてください。
　みなさまのご来場を実行委員一同、お待ちしております！
 （第１回桜科祭実行委員会　委員長　福徳剛己）
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千住「桜科祭」

上野原「科大祭」

★

１０/３０（日）の１日限り開催！！

★

１０/８（土）・９（日）開催！！
今年も新しい・楽しいが盛り沢山!!

上野原キャンパス・千住キャンパス
それぞれの大学祭をご紹介します。

【編集後記】
　近年、多くの大学が様々な変革を遂げていますが、変化を求めるあまり、
過去から未来へ続く大学としての使命を失ってはなりません。高度な専門
的知識と技術を身につけた、社会に貢献できる人材の育成は、大学に課
せられた継続すべき重要な使命です。その使命を果たす現在の本学の特

徴のひとつに、学生が自ら課外活動や地域連携活動に参加することにより、
実践的知識を育む姿勢があります。本号でも、学生たちがさまざまな活動
に生き生きと取り組むようすを紹介しています。筆者は学生時代に課外活
動に取り組んだことはありませんが、課外活動での経験は学生たちの将来
におおいに役立つものと思います。 （ニューズレター部会　渡邉 浩一郎）


